
第1回宇宙開発委員会（定例会議）

　　　　議　事　次　第

1．日　時　　平成5年1月13日（水）

　　　　　　　14：00～14：20

2．場所　宇宙開発委員会会議室

●

3．議　題

4．資　料

（D前回議事要旨の確認について

（2）平成5年度宇宙関係政府予算案について
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第19回宇宙開発委員会（定例会議）議事要旨（案）

平成5年度宇宙関係政府予算案

平成5年度宇宙開発関係経費等総括表
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第19回宇宙開発委員会（定例会議）
　　　　　議事要旨（案）

1．日時 平成4年12月16日（水）
午後2時～2時10分

2．場所 宇宙開発委員会会議室

●

3．議題

4．資料

（1）宇宙開発委員会委員長代理の指名について

（2）前回議事要旨の確認について

委19－1　第18回宇宙開発委員会（定例会議）議事要旨（案）
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　郵政大臣官房審議官（通信政策局担当）
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6．議事
　　（D宇宙開発委員会委員長代理の指名について
　　　　　中島委員長より野村委員が委員長代理に指名された。

　　（2）前回議事要旨の確認について
　　　　　第18回宇宙開発委員会（定例会議）議事要旨（資料委19－1）が

　　　　確認された。

●
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　　　　　　　　　　　委i－2－1

／平戒5年度宇宙関係政府予算案

　　　　　　　⑱：国庫債務負担行為限度額、単位：百万円）

省庁別の主な事項 平成4年度 平成5年度 備考
予算額 政府予算案

㊨98，965 ㊥115，248

総　　計 189，475 201，698 106．5％

㊥88，394 ㊥94453
科i学技術庁 144，622 157，075 108．6％

㊥86，765 ㊥93，431
1．宇宙開発事業団 140，789 152，184 108．1％

㊨23」05 ㊥38，104
（1）H－ll計画 74，253 67，323

H－llロケットの開発 28」30 16，934

㊥　　496
．技術試験衛星Vl型（ETS－VI）の開発 10，862 12，493

㊨　8，787 ㊧22，868
通信放送技術衛星（COMETS）の開発 L376 4，121

㊨　1，758 ㊥　5，512
技術試験衛星Vll型（ETS－VH）ID開発研究 1，046 2，754

㊥　　983 ㊥、4・917

J－1ロケットの開発 434 3，215

㊥　　695
光衛星間通信実験衛星の開発研究 0 181

㊥38，230 ㊥40，990
（2）宇宙環境利用総合推進計画 32，703 48，759 149．1％

㊧37，862 （㊨40，308

宇宙ステーション計画 28，221 45，831

［うち・二二灘リ｝フライヤ］ ㊥　　349
@L，962 L311

［うち・築読肇賑薪鴨 ㊨　1，364
@　828

（㊨　　147

@4，078
JEM利用実験のための研究一． 1

2
211

＊備考内の数字は、対4年度予算比



、屡’

省庁別の主な事項 平成4年度
¥算額

平成5年度
ｭ府予算案

（3）士也旛興贈i推ま笙言十画

ﾃ止気象衛星5号（GMS－5）の開発

n球観測プラットフォーム技術衛星（AD

bnS）の開発

^熱帯降雨観測衛星（TRMM）の開発

n球臨測関連研究、

u1●宇臓謬騰幽2．航空宇宙技術研究所（1）革新航空宇宙輸送要素伎術の研究［うち・最繍雛懲最期《2）設備整備、施設費等ほか、宇宙開発委員会に必要な経費等

㊨25，430
@18，288

?@　116

@1」38
?Q3，926
@1L833
?@1β89

@874
@604

堰@　368
@L782
堰@’L629

@3，250

@501
@　96
?@L629
@t769

㊥14β38
@19，532

@L506
?@9，226
@1L887
?@3，024

@919
?@　789
@1」22

堰@1，524

@2，511

堰@LO21
@4，258

@607
@154
?@L’021
@2，670　｝

備考

P06．8％

C
1
3
1
．
0
％

舗通信衛星使用料 107

P87

89

W9

83．5％

聯衛星搭i載用観則三三乍費 485

S名5

480

S80

98．9％

文部省

謔P6号科学衛星（MUSES－B）の開発

謔P7号科学衛星（LUNAR－A）の開発

謔P8号科学衛星（PLANET－B）の開発

F宙実験・四則フリーフライヤ（SFU）

ﾌ開発

l－Vロケットの開発

ﾙか、科学衛星打上げ用大型的ットの製作等

㊨　9川5
@20，868

@875
@496
@135
@2，896

@4，563

㊥20，684
@20，646

@3，93曾

@566
堰@8，961

@3，036

@939
?@5，310

@5238

98．9％

＊備考内の数字は、対4年度予算比
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省庁別の主な事項 平成4年度 平成5年度 備考
予算額 政府予算案

15，685 13，985 89．2％

宇宙実験・観測フリーフライヤ（SFU）

の開発 5，758 4，397

軌道上からの無人回収システム（EXPRESS）

の開発 3，466 3，325

極軌道プラットフォーム搭載用資源探査観

測システムの研究開発（ASTER） 2，907 2，907

宇宙用ロボット技術実験装置の開発 8
2

137

ほか、次世代合成開山レーダ等の研究開発、

次世｛L℃温室効果気体センサ’GMG－lDの
研究、宇宙太陽発電システムに関する調査研

辮
㊨　L557 ㊨　　111
6，426 7，517 117．0％

㊥　　347
静止気象衛星5号（GMS－5）の開発 3，414 4，519

遭難信号用中継器の開発（静止気象衛星5
号塔信用） 6

2
37

ほか、静止気象衛星の機能等に関する調査研

究、静止気象衛星業務等

L205 L859 154．2％

高度衛星通信放送技術の研究開発 377 662

衛星間通信技術の研究開発 276 286

宇宙からの降雨観測のための二周波ドップ

ラレーダの研究 6
5

75
、

ほか、次世代の通信・放送分野の研究開発衛

星の研究、宇宙における情報通信ネットワー

クの研究、分散衛星システムによる宇宙通信

の研究等

建設省 2 6 276．8％

人工衛星を利用した灘也位置の決定 2 6

自治省 75 4
1
54．5％

無泉通信施設の維持管理 75 4
1

＊備考内の数字は、対4年度予算比



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1ぺ

平成5年度宇宙開溌関係経費等 総・括　表 　　　　　　　　　　　　　委

㊨：国庫債務負担行為限度額
　　　　　　（単位：千円）

平　成　4　年　度　予　算　額 平　成　5　年　度　経　費
省　　　庁

宇宙開発関係 宇宙関連 合　　計 宇宙開発関係 宇宙関連 合　　計

科学技術庁
㊨　　88，393，639

@　144，621，904 一　　一　　一　　一　　一

⑮　　88，393，639

@　144，621，904
㊧　　94，453，086

@　157，074，760 一　　一　　一　　一　　一

曲　94，453，086　　157，074，760

警　察　庁 一　　一　　一　　一　　『 106，816 106，816 一　　一　　一　　一　　一 89，180 89，180

環　境　庁 485，187 一　　一　　一　　一　　一 485，187 479，856 ＿　一　一　一　一 479，856

文　部　省

㊧’
X，014，914

@　　16，778，367 4，089，447
㊨　　9，014，914
@　　20，867，814

㊨　　20，683，645
@　　16，178，859 4，466，790

㊥　　20，683，645
@　　20，645，649

通商産業省 15，684，627
一一一一一

15，684，627 13，985，203 一　　一　　一　　一　　一 13，985，203

運　輸　省
礒）　　347，225
@　　3，476，514

磧ll　　1，209，481

@　　2，949，580
㊧　　1，556，・706

@　　6，426，094 4，568，896
⑲　　　110，873
@　　2，948，273　’　　　　　　L

卜磧）　　110，873
@　　　7，517，169

郵政省 934，853 270，297 1，205，150 1，266，378 592，503 1・858，88！

建　設　省 一　　一　　一　　一　　一 2，214 2，214 一　　一　　一　　一　　一 6，129 6，129

自　治　省 一　　一　　一　　一　　一 75，085 75，085 ＿　　一　　一　　一　　一 40，956 40，956

総　計
晴II　97，755，778

@　181，981，452
積）　　1，209，481

@　　7，493，439
㊧　　98，965，259

@　189，474，891

’⑮　115，136，731　　．193，553，952

償　　　110，873
@　　8，143，831

債1　115，247，604

@　201，697，783

注　宇宙開発委員会が行う見積りの飽囲内の宇宙関係経費を「宇宙開発関係」として、範囲外のものを「宇宙関連」として整理した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●．　　　　　、　　●

1一倉一2，



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鐸1

平成5年度宇宙開発関係経費（宇宙開発委員会が見積りを行うもの）の概要
（単位：千円）

省
担当機関 事　　　　項

平成4年度 平成5年度 要　　　旨　　平成5年度「平成4年度］
庁 予　算　額 経　費 経　費　　L　予　算額」

研究開発局 宇宙開発委員会に必要な
o費

71，714 73，605 宇宙開発委員会運営等　　　　　　　　　　　73，605　（　　　71，794）

r 「

1地球環境遠隔探査技術 1

1等の研究に必要な経費 一一一一一 一　　一　　一　　一　　一 地球環境リモートセンシング技術の研究　　　93，232　（　　88，289）1
L 」

科 一般行政に必要な経費 53，447 48，376 宇宙開発推進事務等　　　　　　　　　　　　48，376　（　　　53，447）

科学技術者の資質向上に
K要な経費 4ゴ401 42，734 宇宙開発関係者の海外派遣　　　　　　　　　42，734　（　　　41，401）

学

種子島周辺漁業対策事業
に必要な経費 412，000 412，000 種子島周辺対策事業　　　　　　　　　　　412，000　（　　412，000）

技
小　　　計 578，642 576，715

長　官　官　房 門般行政に必要な経費 3，780 3，780 宇宙開発普及啓発　　　　　　　　　　　　　　3，780　（　　　3，780）

術 航空宇宙技術研究所に必 ㊥　1，628，699 償　1，021，410
航空宇宙技術研究戸 要な経費等 3，250，482 4，258，265 革新航空宇宙輸送要素技術の研究　　　　　　607，179　（　　501，386）

液酸・液水ロケットエンジン要素の研究　　　112，300　く　　　120，000）

庁
衛星基礎技術に関する研究　　　　　　　　　40，012　（　　　40，154）

宇宙環境利用実験技術の研究　　　　　　　　123，279　（　　　114，130）

鑛）　　1，021，410　　’「〈遷鼻　　　1，628，699　「

設備整備、施設費等　　　　　　　　　　2，669，620L　　1，768，937」

経常事務費　　　　　　　　　　　　　　　　705，875　（　　　705，875）

7



（単位：千円）

省 平成4年度 平成5年度 平成5年度　「　平成4年度　「
担当機関 事　　　　項 要　　　　　　　旨　　　　　　　　　　　l　　　　　　　l

庁 予　算　額 経　費 経　費　　L　予　算　額」

宇宙開発事業団 宇宙開発事業団出資及び 償86，764，940 1㊥93，431，676 磧）　93，431，676　　「㊨　　86，764，940　「

助成に必要な経費 140，789，000 152，184，000 宇宙開発事業団出資金　　　　　　　　139，867，000L　129，261，000」

宇宙開発事業団補助金　　　　　　　　　12，317，000　（　11，528，000）

科 ［宇宙開発事業団の収支計画］

収入　　　　　　　　　　　　　　　　158，805，432　（147，119，063）

政府出資金　　　　　　　　　　　　139，867，000　（129，261，000）

学
政府補助金　　　　　　　　　　　　　12，317，000　（　11，528，000）

その他（事業収入等）　　　　　　　　6，621，432　（　6，330，063）

磧）　93，431，676　　「〈f貴）　87，、112，　165　「

支出　　　　　　　　　　　　　　　　158，805，432L　147，119，063」

⑬　26，923，707　　「⑮　30，046，435　「

技
、

人工衛星開発経費　　　　　　　　　　27，658，166L　22，921，850」

⑬　40，990，007　　「⑮　　38，230，043　「

宇宙環境利用総合推進経費　　　　　　48，750，900L　32，618，946」
ノ

磯）　19，618，641　　「㊧　　15，281，687　「

ロケット開発経費　　　　　　　　　　39，320，767L　44，730，059」
術

ロケット打上げ経費　　　　　　　　　5，902，217　（　6，955，465）

起蚕〉　　璽，　145，　000　　　「〔il養）　　2，　064，　000　　「

種子島宇宙センター施設建設経費　　　　　2，134，000L　　6，500，541」

上

〈遷1）　　　　　933，703　　「〔債）　　　　558，000　「

庁 人工衛星追跡管制経費　　　　　　　　9，813，296L　　7，028，218」

，葡舞）　　　　676，216　　「ぐ蔭）　　　　　150，000　「

筑波宇宙センター施設建設経費　　　　　　　3，700，727L　　6，511，318」

磧）　　3，　144，402　　　「妊i婁1　　　　　782，　000　　「

地球観測情報処理経費　　　　　　　　5，397，677L　　4，159，479」

事業運営費等　　　　　　　　　　　　3，761，069　（　4，112，546）

一般管理運営費等　　　　　　　　　　12，366，613　（　11，580，641）



（単位：　円）

省、 車回4年度 平成5年度 要　　　　　　　旨　　　　　平成5年度　「　平成4年度　「
担当機関 事　　　　項 1　　　　　　1

庁 予　算　額 経　費 （主要開発プロゲラムの経費）　　　　　　　　経　費　　L序　算　額　」

H－llロケットの開発　　　　　　　　　16，934，324　（　28，130，351）
「㊥　　17，949「

H－llロケット試験機3号機の開発　　　　5，029，686　L　2，065，280」
（［轟）　　1，410，000　　「㊧　　　6，611，372　「

H－Ilロケット予備機の開発　　　　　　3，836，977　L　　1，507，999」

科 （薩彗）　　4，917，　000　　「㊥　　　　印982，500　「

J－1ロケットの開発　　　　　　　　　3，214，929L　　433，679」

「（㊨　495，990「
技術試験衛星Vl型（ETS－Vl）の開発　　12，492，604　L　10，862，155」

　　　　　　　　　　　　　　　　　㊧　22，868，435　　「㊥　　　8，787，000　「通信放送技術衛星（COMETS）の開発　　　　4，121，044　L・　1，375，845」

学
（i〔董）　　5，　512，　055　　　「一（積）　　　1，　758，　000　　「

技術試験衛星Vll型（EτS－VII）の開発　　　　　2，754，213　L　　1，046，386」

㊥　　695，000
光衛星間通信実験衛星の開発研究　　　　　　181，166　（　　　　　0）

「㊥　　115，741「
技 静止気象衛星5号（GMS－5）の開発　　　1，506，419　L　1，138，137」

地球観測プラットフォーム技術衛星　　㊥，9，226，320「㊥23，925，745「
（ADEOS）の開発　　　　　　1L887・113LU・．832・654」

σ責）　　3，024，000　　「（㊨　　　1，388，600　「

熱帯降雨観測衛星（TRMM）の開発　　　　　919，099　L　　873，916」

術 　　　　　　　　　　　　　　　　　（㊨　40，307，757　　「〔㊨　37，862，343　「宇宙ステーション計画　　　　　　　　　45，831，492L　28，221，442」

uうち、宇宙実験・観測ブリ』フライ「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日㊥　　348，900「L　　　ヤ（SFU）の開発　　　　」　　1，311，329　L　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1，961，527」

ｪM箏三七四病嘉力実髄〕鰍lll：1器［⑯Llll：lll］

庁 JEM利用実験のための研究　　　　　　　211，137　（　　　11，582）

H－llロケット打上げ戸戸翼回収機　　㊥　1，524，466「⑱　　367，700「
（HOPE）の研究　　　　　　　　　　2，510，683　L　　1，781，630J

レ



4圏

（単位：千円）

省 平成4年度 平成5年度 要　　　　　　　旨　　　　　平成5年度　「　平成4年度　「
担当機関 事　　　　項 l　　　　　　l

庁 予　算　額 経　費 経　費　　L　予　算　額」

理化学研究所 高エネルギー・トラン o 52，000 衛星搭載用X線観測装置の開発　　　　　　　52，000　　（　　　0）
科 ジェント現象の研究

学 「海洋科学技術セ・ 海洋科学技術センター出 一　　一　　一　　一　　一 一　　一　一　一　　一
海洋自動観測技術の研究開発‘　　　　　　73，955　　（49，771）1

1ター 資及び助成に必要な経費 1
L 海洋広域観測技術の研究開発　　　　　　　　120，416　　（65，613）」

技 r 「

1 放射線ハイテク研究　放射線ハイテク研究　　1

1日本原子力研究戸 放射線利用研究費 一　　一　　一　　一　　一 一　一　一　一　　一 宇宙用部品・材料の耐放射線性　　　　　　　　「㊧　　737，326r　l
術 1 の研究　　　　　　　　　　　　　　1，663，122L　　1，323，704」　1
L の内数　　　　　の内数　　　　」

庁 計 働88，393，639 ㊧・94，453，086
144，621，904 157，074，760

企画調整局 公害防止等調査研究費 485，187 479，856 衛星搭載用観測研究機器製作費　　　　　　479，856　（　　485，187）
環
境
大気保全局

／

庁
計 485，187 479，856

宇宙科学研究所 特別事業等に必要な経費 御9，014，914 御20，683，645 科学衛星研究経費　　　　　　　　　｛i債）15，373，904「㊧　9，014，914「
16，778，367 16，178，859 9，　180，533　　L　　　　　8，218，624　」

［難｛翻拳鰻1麟18三菱13・1灘1　朧：llll
㊥　8，961，000

文 ［うち第18号科学衛星（PLANET－B）の開発〕　3，036，000（　　135，375）

宇宙実験・観測フリーフライヤ　　　　　　939，472　（　2，895，978）
（SFU）開発経費

部 豊海函南トの開発］　　1：娼1：1際1：瀦B

国際宇宙観測共同事業費　　　　　　　　　　　　0　（　　700，425）
（SEPAC、　GEOTAiL）

省 磧15，309，741
大型特別機械整備費　　　　　　　　　　　　834，956　（　　888，000）

国際宇宙機関会議（SAF）関連研究経費　　　　　24，053　（　　　　　0）

計 御　9，014，914 働20，683，645
16，778，367 16，178，859

，　　　●
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鐸

（単位：　円）

省 平成4年度 平成5年度 ．　　要　　　　　　　旨・　　　　平成5年度　「　平成4年度　「
担当機関 事　　　　項 l　　　　　　　l

庁 予　算　額 経　費 経　費　　L　予　算「額　」
目　　生　　ロ ハ、　　　　　　ソスァ

J発等
，　　　　　　， ，　　　　　　，

軌道上からの無人回収システム（EXPRESS）
の開発　　　　　　　　　　　　　　　　3，325，405　（　3，465，721）

　，貧｝、u困景木　　　τ

､究開発等
，　　　　　　， ，　　　　　　， 》　’艶、逓嗣木　　　　1　　5もi汗　　　　　　　　　，　　，　　　　　　　　，　　，

資源衛星情報等利用システムの開発　　　　　1，763（　　　1，763）
通

資源探査用観測システムの研究開発　　　　　60，774　（　　　60，774）　　　　　　　　　　　　　、

極軌道プラットフォーム搭載用資源探査観測

システムの研究開発（ASTER）　　　　2，907，020　（　2，907，020）

商 次世代合成開ロレーダ等の研究開発　　　　　44，324　（　　　　　0）

衛星データのデータベース化・ネット
ワーク化の構i築の研究開発　　　　　　　　　57，585　（　　　　　0）

’　　　　　　　丁　升　　・　1

用動向調査 10，712 10，712 次世代実用衛星開発・利用動向調査　　　　　10，712　（　　　10，712）
産 口！、ツ　　　　可　　升

発 82，353 137，107 宇宙用ロボット技術実験装置の開発　　　　　137，107　（　　　82，353）
ロ　ツ　　丁　　　一　ス ロ　　ツ　　　　P　　丁　　　　　ロ目ヒ　　　　　　　」し

産業動向調査 8，740 8，740 の検討　　　　　　　　　　　　　　　　　8，740　（　　　8，740）

小　　　計 14，187，081 12，882，081

業
資源エネルギー庁 広域環境影響モ．二タリンク 1，400，000 1，004，004

滋　”　：汎　　｝ソステ　　　…圧　　　　　　　　　，　　　　　　，　，

調査 次世代温室効果気体センサ（lMG－ll）　　100，004　（　　　　　0）
の研究

、　　　㍑ンスァ
工業技術院 調査研究 20，000 18，000 太陽発電脚星技術に関する調査研究　　　　　18，000　（　　　20，000

省 東兄“　　　　　　　　可こ　　　　　九　　、　　　　　　　　　　　　　，
試験研究所の特別研究等
ﾉ必要な経費

77，546 81，118 仮憲顯難癖欝曹雲翼ング1．　1：lll（　　1
関する研究
（以上、機械技術研究所）

大規模衛星の基礎技術に関する研究　　　　　　　　0　　　　52，000）宇宙環境の高度利用に関する研究　　52，5621　　0）
（以上、電子技術総合研究所）

次世代地質リモートセンシングに関する研究

（地暫調査所）　　　　　　　　　　　　　　11，849　（　　　10，778）

小　　　計 97，546 99，118

計・ ，684，627 13，985，203

，　　　●



座

位：千円）

省
担当機関 事　　　　項

平成4年度 平成5年度 要　　　　　　　旨　　　　　平成5年度一r　平成4年度，「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　1

庁 予　算　額 経　費 経　費　　L　予　算　額　」

運輸本省一般行政に必要 0 2，695 宇宙への民間打上げ活動の促進を確保する　　　2，695　（　　　　　0）
運輸政策局 な経費 ための制度のあり方についての調査研究

運
運輸技術の研究開発に必 62，108 37，104 静止気象衛星5号（GMS－5）に搭載す　　37，104（　　　62，108）
要な経費 る遭難信号用中継器の開発．

輸
気　象　庁 静止気象衛星業務に必要 1債）　347，225

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r⑯　　　　，　　「
ﾃ止気象衛星5号（GMS－5）の開発　　　4，519，255　L　3，414，406」

な経費 3，414，406 4，529，097
省

＼ 静止気象衛星の機能等調査　　　　　　　　　9，842・（　　　　　0）

計
・：1重，　　　，

@　3，476，514 4，568，896

・聾　　　1　　こ　　　ンフフス　フ
通信政策局 情報通信の開発等に必要 26，165 26，383 チャーの整備方策に関する調査研究　　　　　　5，495　（　　　15，495）

な経費等
次世代の通信・放送分野の研究開発衛星　　　　9，738　（　　　9，520）
の研究

郵 宇宙通信の長期ビジョン策定に関する　　　　　4，681　（　　　4，681）
調査研究

宇宙通信システムの信頼性向上に関する　　　　6，469（　　　6，469）
調査研究

通信総合研究所 宇宙通信技術の研究開発 908，688 1，239，995
局又1：週茜　胚　　町　　九丑　．　　　　　　，　　　　　　　，

に必要な経費等 小型衛星通信技術の研究　　　　　　　　　　29，861　（　　　8，220）

政
航空・海上衛星技術の研究　　　　　　　　　6，058　（　　　80，707）

衛星間通信技術の研究開発　　　　　　　　286，182　（　　275，720）

宇宙環境予報システムの研究開発　　　　　　69，775（　　　45，883）

宇宙からの降雨観測のための二周波ドッ　　　75，080（　　　65，009）プラレーダの研究

省

光領域アクティ．ブセンサーによる地球環　　　20，655　（　　・11，250）境計測技術の研究開発・

宇宙電波による高精度時空計測技術の研　　　44，415（　　　4L61『6）
究開発

分散衛星シスデムによる宇宙通信の研究　　　46，346　（　　　3，598）

計 934，853 1，266，378
1：喰1　，　　， 1猿：1　，　，

合 計 18！，981，452 193，553，952
～

、　　　●
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平成5年度宇宙関連経費（宇宙開発関係以外のもの）の概要
（単位：千円）

省 平成4年度 平成5年度 要　・　　　　　旨　　　　　平成5年度　「　平成4年度　「
担当機関 事　　　　項 l　　　　　　　I

庁 予　算　額 経　費 経　費・　L　　算　額」

警 通信局 三編通信に必要な経費 106，816 89，180 通信衛星使用料　　　　　　　　　　　　　　89，180　（　　106，816）
察
庁 計 106，816 89，180

文
宇宙科学研究所 特別事業等に必要な経費 4，089，447 4，466，790 一般ロケット観測経費等　　　　　　　　1，560，171（　1，272，414）

飛しょう経費　　　　　　　　　　　　　772，607　（　　819，394）

共通経費　　　　　　　　　　　　　　1，683，174　（　1，735，253）
部

国際宇宙観測共同事業費　　　　　　　　　313，848　（　　125，396）

宇宙基地利用基礎実験経費　　　　　　　　　136，990　（　　136，990）
省

計 4，089，447 4，466，790

田　　｝　九月こ’、　よ
電子航法研究所 経費 9，214 9，951 航空におけるGPSの利用に関する研究　　　　9，951（1　　9，214

工　　　　用　　一こ’、　よ

経費 253，800 253，800 衛星データリンクの研究　　　　　　　　　253，800　（　　253，800
運
海上保安庁 水路業務運営に必要な経 140，655 131，388 海洋測地の推進　　　　　　　　　　　　　131，388（　　140，655）

気象庁 静止気象衛星業務に必要 償　1，209，481 働　　110，873 「㊧1，209，481「
な経費 2，230，676 2，238，147 静止気象衛星業務運営費　　　　　　　　2，185，256L　　2，169，079」

1

磧1　110，873
輸 静止気象衛星業務整備費　　　　　　　　　　52，891（　　　61，597）

一般観測予報業務に必要 66，β01 66，301 極軌道気象衛星資料受信業務　　　　　　　　21，242　（　　　21，242）
な経費

静止気象衛星資料受信業務　　　　　　　　　45，059　（　　　45，059）
ヌL　娑’　渥、一　寺こ’・
要な経費 248，934 248，686 気象ロケット観測　　　　　　　　　　　　248，686　（　　248，934）

省 ノ、　　　蕎 I11ヨ）　　，　　， 1｛1§）　　　　，

2，545，911 2，553，134

計 働　1，209，481 僚　　110，873
2，949，580 2，948，273
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位：　円

省 平成4年度 平成5年度 要　　　　　　　旨　　　　　平成5年度　「　平成4年度　「
担当機関 事　　　　項 l　　　　　　　I

庁 予　算　額 経　費 経　費　　L　予　算　額」

大臣官房 衛星通信の実施に必要な 76，636’ 76，799 衛星通信ネットワークシステムの運用　　　　76，799（　　　76，636）
経費

通信政策局 情報通信の開発等に必要 6，868 93，366 地球環境保全のための電波利用と情報通信
な経費等 に関する開発調査　　　　　　　　　　　　　2，230　（　　　2，230）

宇宙通信利用の高度化のための調査研究　　　　4，638　（　　　4，638）
郵

アジア太平洋地域における衛星通信シス
テム構築に関する調査研究　　　　　　　　　86，498　（　　　　　0）

通信総合研究所 宇宙通信技術の研究開発 186，793 422，338 宇宙空間の実験研究　　　　　　　　　　　86，664　（　　　86，664）
に必要な経費等

政 通信衛星の実験研究　　　　　　　　　　　38，647　（　　　44，372）・

地球環境計測・情報ネットワークに関す
る研究開発　　　　　　　　　　　　　　　15，764　（　　　7，416）

STEP計画期間における関連観測の強

省
イヒ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9，100　　（　　　　　　　4，732　）

宇宙電波による高精度時空計測技術の研　　　　　　●
究開発、　　　　　　　　　　　　　　　　42，163　（　　　43，609）

首都圏広域地殻変動観測施設の整備　　　　　230，000　（　　　　　0）

計 270，297 592，503
元 ユ　　墾准，，㍊里こ’・　よ

建 経費 2，214 6，129 人工衛星を利用した測地位置の決定　　　　　6，129．（　　　2，214）
設
省 計 2，214 6，129

自 消防庁 無線通信施設の維持管理 75，085 40，956 消防防災通信維持費　　　　　　　　　　　　40，956　（　　　41，289）
に要する経費等

治 無線通信施設整備費　　　　　　　　　　　　　　　0　（　　　33，796）

省 計 75，085 40，956

合 計 働　1，209，481 働　　110，873
7，493，439 8，143，831

レ
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ll人工衛星の概要

麟学の分野］

衛星階載用X線観測装置

1．目的
　日・米・仏の協力により、宇宙から短時間（トランジェント）だけ

飛来する高エネルギー宇宙放射線を広範囲に観測するために、衛星搭；

載用X線観測装置を開発することを目的とする。

　
期
ト

　　げ
時
ロ
抽
；

　
1
0
■
凹

2

3．衛星の概要
（1）　預

り
乙
0
0
」
り

平成6年度
米国ペガサスロケット

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
げ
昨
印
勾
保

　
　
　
　
　
　
イ

　
㎞
3

　
　
　
　
命
（
（
置

道軌

重
設
主

高エネルギー・トランジェント宇宙放射線観測衛星（HETE）の外観図

X線観測装置（日本）

紫外線観測装置（米国）

　50cm

ガンマ線観測装置（仏国）

4．平成5年度予算案　　約0．5億円
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　　　　第18号斜学衛星（PLANET－B）

1．目的

三三縢響三三難窃灘幅棚との相

2．打上げ

（1）時　期平成8年度
（2）　ロケット　M－Vロケット

3．衛星の概要

ω　軌　　道火星周回軌道
　　　　　　　折。’、い繭糸勺150km、　●　’o，い鵠勺34，000km

・（2）　重　　　量　約340㎏
（3）　　主な搭載機器　　磁場計測器

　　　　　　　プラズマ粒子計測器
　　　　　　　紫外分光撮像装置

4．平成5年度予算案　　　約30億円

＼

＼

紫外分光撮像装置’

＼、

＼

　㌔…．2・・
●。・。●●零「

’
、

　　’．

　　　9　L

　　i．，　　　可視域撮像装置
　　’諺’
、ム．，i竃’

　　　プラズマ粒子計測器

　　中性大気計測器

プラズマ波動計測器

磁場計測器

●
一6一



q

　　　　　　第17号科学衛星（LUNAR－A）

1．目的
　　月内部の地殻構造及び…・1浩を解明することを目的とする。

2．打上げ

　（1）時　期平成9年度
　②　 ロケット　M－Vロケット

3．衛星の概要

　ω軌　道月面高度約100㎞の円軌道
　（2）重　量約585㎏
　（3）　　主な搭載機器　　ペネトレ「夕（3台）

　　　　　　　　　　　　　　超高性能地震計

　　　　　　　　　　　　　　熱流量計

4．平成5年度予算案　　　約6億円

図1 R二鐸禦懲聡慮ズ羅3際した母船）

ペネトレータ本体

’軌道変換モータ

◎

衛星分離音

アーム

減速モータ

む

甲2騨灘寺織トレータモジユール（ペネトレ一辺及びペネト

　　2本のアームが伸展している状態

●
一7一
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1観則の分野］

静止気象衛星5号（GMSr5）

1．目的
　衛星による気象観測を継続し、我が国の気象業務の改善及び気象衛星

に関する技術の向上を図ることを目的とする。．

　○雲の分布、地面・海面・雲頂砺一度を観測し、台風、低気圧、前
　　線などの強さ、盛衰、活動の状況を時々刻々つかむ。

　○観測結果を解析して雲の高さ、上層風の状況などを知る。
　　　また、遭難信号用の中継機を搭載し、遭難した船舶及び航空機か

　　らの遭難信号の静止衛星による中継機能の実験を行う。

2．打上げ

（1）時　期平成6年度冬期
②　　ロケッ　ト　H－llロケット

3．衛星の概要

㎜
謝
掛

　　
道
阿
蘇

　
　
計
騰

軌
重
藍
那

4．平成5年度子算案　　　約61億円（科学技術庁及び運輸省の合言詮額）

一8一

観測データは我が

国のみならず東南

アジア、オースト

ラリア等でも利用

される。

（
7

静止気象衛星5号

鉄

雲分布1

　　：

　　｝

1輿度雲分＿臥

　　＼　　　海面温度データが

　　＼　得られる。

　　」
　　コ

㍊熱一
8　㌘r

、

實ア＼鳶＼
台風、集中豪雨等

の常時監視ができ

る。

　　　　　世界気象衛星系
　METEOSAT　　NOAA　800～1，500km　　GOES
　く　　　　　　く　　　　　　　　　く　　ラ

　　や　伊薪軸身w

　　　　140。E
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地球観測プラットフォーム技術衛星（ADEOS）

1．目的
　地球環境のグローバルな変化の監視について、国際的貢献を図るとと

もに、海洋観測衛星1号（MOS－1）、海洋観測衛星1日目b
　（MOS－1り）及び地球資源衛星1号（JERS－1）の地球翻肢
術の維持、発展を図るほか、地球観測プラットフォーム等の将来型衛星

の開発に必要とされる技術及び地球観1データ等の中継に必要とされる

技術の開発を行い、あわせて地球観測分野における国際協力の推進を図

ることを目的とする。

2．打上げ

　（1）時　期平成7年度冬期
　（2）　ロケット　H－llロケット

3．衛星の概要

　（1）　軌　　　道
（
2
）
（
3
）
（
3
）

量
灘

　
　
オ

重
二
黒

4．平成5年度予算案

衛星間通信アンテナ

　　　＼
　　　　●

太陽同期準回帰軌道

高度約800㎞
約3．5t
約3年
海色海温走査放射計（OCTS）
葬彗性能可視近赤外；放三指十（AVNlR）

温室効果気体観測センサ（lMG）

弓麟詞嚇外r分光言十（lLAS）
地上・衛星間レーザ長光路吸収測定用リトロリ

フレクター（RIS）

NASA散舌L計（NSCAT）
オゾン全量分光計（TOMS）

地表反射光観則装置（POLDER）

約133億円（科学技術庁、環境庁及び通商産業省の合計額）

一9一

。

高性能可視近赤外放射計（AVNIR）

ノ

海色海温走査放射計（OCTS）

ノ 誌

地上・衛星間レーザ長光路

吸収測定用リトロリフレクタ

　　　　（RIS）

改良型大気周縁赤外分光計αLAS）

地表反射光観測装置（POLDER）

温室効果気体観測センサαMG）

NASA散乱計（NSCAT）

オゾン全量分光計（TOMS）

太陽電池パドル（SAP）



熱帯降雨観測衛星（TRMM）

o

1．目的
　日米協力により、我が国が衛星搭載用降雨レーダ及びH－1層ロケットに

よる打上げを担当し、米国が衛星バス等を担当して、全地球的規模のエネ

ルギー収支のメカニズム解曝射こ不可欠な熱帯降雨の観測等を目的とする。

　
期
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時
ロ
抽
；

　
1
0
1
一

　
　
　

2

3．衛星の概要
）1（

）2（

平成9年度夏期
H－Ilロケット（ETS－VlIと同時打上げ）

　
　
　
　
　
鋤

　
　
　
　
　
E

　
　
　
　
　
R

　
　
　
　
　
E

　
　
　
　
）
C

　
　
　
　
－
（

　
　
　
　
M
置

　
　
　
　
σ
嬢

　
　
　
顎
下
翻

　
　
　
m
肇

ぴ
）
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計

㎞
3
R
置
石
エ
ー

道軌

主

TRMMマイクロ波観測装置

太陽電池パネル　
＼

＼ぐ

　　可視赤外観測装置
一〆

　＼．

臓，

o，鱒

追跡及びデータ中継システム用アンテナ

←＿＿降雨レーダ

←一下及び地球放射エネルギー

　　観測装置

4．平成5年度予算案 約10億円（科学技術庁及び郵政省の合言十額）

の
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資源探査用将来型センサ（ASTER）

1．目的
　　地球資源衛星1号（JERS－1）の資源｝架査技術の維持、発展を
図り、資源｝i竈を継続していくことを目的としたセンサであり、米国

航空宇宙局（NASA）の極軌道プラットフォーム1号（EOS－A
M1）に搭載する。

　
期
ト

　　げ
時
ロ

上打
ー
ー
●
向
U
O
U

2

3．衛星の概要
）1（

）
）

6
1
一
り
「
U

（
（

軌 道

重　　　量
主な搭載機器

4．平成5年度予算案

平成10年度
アトラスllASロケット

　　

約29億円

一11一

　　　　　　　　　言†装接続装置

　　　　　共通信号処理部
　　短波長赤外放射計部

機器取付板

熱赤外放射計部

キ　　ピッチひ　

　　　　＼rx・ロール軸

　　　　＋Z：ヨー軸

＋Ylビッテ軸

＼，

電気剖装

　　　衛星進行方向

　　　　熱制御器

膠

マスタ電源部

信号集配装置

可視近赤外放射計部

図1・資源探査用将来型センサ（ASTER）外観図

難

＼

資源探査用将来型センサ（ASTER）

／

∠

、へ。

ノ

該

＋Z（ヨー軸、地球中心方同）

／＋x（ロー嚇星㈱）

．、ii7

図2NASA極軌道プラットフォーム1号（EOS－AM1）軌道上外観図



／衛星間通信用アンテナ醸
§

［通信の分野］

通信赦送技術衛星（COMETS）

1．目的
　高度移動体衛星通信技術、衛星間通信技術及び高度衛

星放送技術の通信放送分野の新技術、多周波数帯インチ

‘グレーション技術並びに大型静止衛星の高性能化技術の

開発及びそれらの実験・実証を行うことを目的とする。

平成8年度冬期

H－llロケット

2．打上げ

（1）時9期
（2）ロケット

衛星間通信フィーダリンク用及び

高度移動体衛星通信用アンテナー

高度衛星放送用アンテナ

_
鵯
駕
鰻
約48億円（科学技術庁及び郵政省の合計額）

12一

軌道（赤道上空約舐000km）
≧t（静止初期）

3年
産移動体衛星通壽ロ0

　
一
0
乙
り
0
」
弓

　
　
く
く
　
　

3

4．平成5年度予算案

吻

つ

O

φ



，

●

◆

1．目的
　電波による衛星間通信に比べ、機器の小型化及び通信能力（伝送
レート）の向上が可能であり、将来の大容量衛星間通信に不可欠な

技術である光衛星間通信技術について、高精度の捕捉追尾技術を中

心とした基礎実験を行うことを目的とする。

2．打上げ

（1）時　期平成9年度頃
（2）　ロケット　J一・1ロケット

3．衛星の概要

ω　　軌
（
2
）
（
3
）
（
4
》

道

量
灘

　
　
オ

重
単
三

高度約500㎞
軌道傾斜角約45。

約500㎏
約1年
光衛星間通信機器

環境データ取得機器

4．平成5年度予算案　　　約2億円

A

図1光衛星間通信実験衛星概念図

⑦91？’

D

〆／ ω
。
Q
愚
N
機
畢
、
．

ESA地球局
図2　ARTEMISとの共同実験概念；図

NASDA地球局
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［宇宙環境利用・有人宇宙活動の分野］

宇宙ステーション計画
宇宙ステーションの構成（本格運用開始時）

1．目的
　宇宙ステーションは、人類に宇宙活動の新たな手段を提供するもので

あり、この言掴に勧ロし、さらにこれを利用することによって我わ掴の

宇宙活動の範囲を拡大するとともに、先端的な科学技術開発を促進し、

また、国際協力の推進に寄与する等、重要な意義を有するものである。

この宇宙ステーション計画について、開発段階以降（フェーズC／D／

E）に参加するため、宇宙ステーション取付型実験モジュール（JEM）

の開発等を行う。

2．宇宙ステーション計画の概要

○低高度（約400㎞）の地球周回軌道上に建設される多目的な有人

　ステーション
○科学技術の研究・開発、大型宇宙構造物の組立て・サービス・修理、

　地上でてま得られない材料・医薬品の製造等の実施

02000年頃から本格運用開始
○搭乗員は4～8名

3．平成5年度予算案　　　約458億円

提供国 構成要素 個数等
トラス（横ブLム） 108m
電力モジコ．一ル（太陽電池） 56．25kW
居住モジュール 1個
実験モジュール 1個

米　　国 ノード 2個
キューポラ 1個
エアロック 1個
補給モジュール 1式
取付型ペイロード取付機構 綻
桓筆墨ヴリットフォーム 1個

日　　本 実験モジュール（JEM） 1個
実験モジュール 1個
極軌道’プラットフォーム 1個欧　　州

iESA） 有人支援型フリーフライヤ ‘　1個
カ　ナ　ダ 移動型サービスシステム（MSS） 1式

一14一



宇宙ステーションの概観図（本格運用開始時）

　　　　　　・太陽電池板

／一，

　　カナダ
　　マニピュレータ

米国実験モジュール

米国居住モジュール

o

放熱板

　　　　脚

1日本実験モジュール

o

ESA実験モジュール
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（1）宇宙ステーション取付型実験モジュール（JEM）

1．概要
　宇宙ステーション取付型実験モジュール（JEM）は宇宙ステー

ション本体中央部回り付けられ、ステーション本体から電力等の

リソースの供給を受けて運用される我が国の有人宇宙実験室であり、

以下の3つの主要部から構成される。
（1）与圧部

　　有人宇宙活動による材料実験、ライフサイエンス実験等の各種

徽小動寒欝を行うとともに、囎級びマニピュレータの
　缶1脚機能等を備える多目的実験室。

（2）曝露部

　　宇宙空間に曝露し、科学・地球観測、通信実験、理工学実験及

　び一部の材料実験を行うための機能を有する。
（3）補給部

　　実験に要する試料、ガス、実験機器の補給・収納・輸送等を行

　う機能を有する。

宇宙ステーション本体へ結合

も

与圧部

　　　補給部与圧区
／●

エアロック

　　　マニピュレータ
メ／

曝露部

2．打上げ

ω　時　　　期　平成10年度に第1回目の打上げを行う。
（2）打上げ手段　スペースシャトルによる2回のフライトで打
　　　　　　　　　　ち上げられ、軌道上で組み立てられる。

補給部曝露区

一16一
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（2）鋤国職小動雛（lML－2）緬噸珈

1．目的
　宇宙ステーション取付型実験モジュール（JEM）の開発にあたり、
宇宙環境利用及び有人宇宙活動に必要なデータ・技術の蓄積を図るため、

第一掴鰍小動雛（lML－1）緬へ磁珈に引き継、宇
宙ステーション計画の→環として、平成6年度に実施される予定の米国

の織姻騰小動雛GML－2）緬に姜劾ロし琳牌欝
を実施することを目標に、搭載実験機器等の開発を行う。

2．打上げ

（1》時期平成6年度
②　ロケット　スペースシャトル／スペースラブ

3．搭載実験装置

　右表参照

4．平成5年度予算案　　　約41億円

搭載実験装置の概要

NO 装置名 概　　要

1 高品加圧型電気炉 半導体結晶の均「分散・混合化、

ｱ子分散合金の作製を行う。

2 電気泳動装置 細胞や有用物質の分離及びその物

揄S象の解明を行う。

3 水棲生物飼育装置 両生類の産卵、胚発生における無

d力の影響を観察する。

4 放射線モニタ装置
放射線量のリアルタイム測定を行

､とともに、小動吻の発生及び遺

魔ｱ対する宇宙放射線の影響を調

ﾗる。

5 缶1賑実験装置
缶膿購と動聴槻騒、ら
ｬり、細胞培養実験に用いる試料

ﾌ重力環境を改善する。

6 蛋白質結晶成長キット 蛋白質や酵素の結晃成長実験を行

､。

7 糸田葦戸声音翻＝ッ　ト（1影回踊 細胞の分裂及び増殖を行う。
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（3）宇宙ステーション取付型実験モジュール（JEM）運用システム

1．目　的
　　宇宙ステーション取付型実験モジュール

　（JEM）の運用に必要とされる軌道運用
支援、地上管制運用等の運用システムを整

備するとともに、JEMの運用笥こ必要と
される日本人搭乗員の養成を行うことを目

的とする。

　
1
　
　
　

2

り
一
一
〇
〇

（
（

日本データ中継衛星

甑・一∫一

　　　　　　　ノ

　　　　ニ次通信リンク
　　　　　　μ

射場整備

補給

JEM運用システム概要図

宇宙ステーション

　　　　　　　／　打上げ
種子島宇宙センター

　　　　　　（参考）

謹
鳶　　　躍 ト
両隠

7
NASAデータ中継衛星
　　（TDRS）

　　　留　自

ケネディー宇宙センター

　「言＿　・
　　置塞　エ

射場整備

補給 一型リンク

筑波宇宙センター

ペイロード

インテグレーション

JEM運用計画管理

　運用管制／

　ペイロード運用

　技術支援　　　　（無重量環：境模擬等）

NASA本部

贈ム一●

，　　　　　　　　f「

運言画管理

　　　　利用者

テレサイェンス

ジョンソン宇宙センター
　宇宙ステーション統合運用管制

　　　　　　　センター

鬼1湘
面

　　ロほ

強猛藩

マーシャル宇宙飛行センター
　ペイロード運用統合センター
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　　　　　軌道劫、らの無炬収シ寿ム（EXPRESS）

1．目　的　　　　　　1　　　　　　　　．
　　ドイツとの協力のもと、先端産業技術開発に係る宇宙環境（微小重力）

利用実験手段を多欄ヒし、今後の惑星計画において必要となる大気突入、

回収等の工学実験を行うことを目的とする。

2．打上げ

　①時　 期平成5年度
　（2）ロケット　M－3S置1ロケット

3．概　　　要

　①軌　 道円軌道（高度約250㎞）
　（2）重　 旧約800㎏（回収カプセル）
　（3》　ミッション期間　　1週間程度

　（4）　回　　　　収　　地上回収

4．平成5年度予算案　　　約33億円

一

一・ウエイ

熱防御部　　　サービスモジュール　
　　　　　　　　　　搭載部

　　　ミッションペイロード搭載部／
プラットフォーム
（計器板）　コ＿ルドガスタンク

　　　　　　　スラスター
主構体　　　　　　　　　　　　　　　　弓i…・

　　　　　Sバンドアンテナ
　アフター・コーン　　　　　　　　　　購齪・・

　　　　　　　回収カプセル機体構成

無人回収型カプセル衛星の概要
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宇由実験・観測フリーフライヤ（SFU）

1．目的
　理工学実験、天文観測等各種科学研究の実施、特種先端産業技術開発

等の実施のための宇宙実験機会の確保並びに宇宙ステーション取付型実

験モジュール（JEM）の曝露部及び搭載共通実験装置の信頼性の向上

を目的とする。

2．打上げ

　
ケ
時
ロ

ω
②

羅
ω

（
2
）
（
3
）
（
4
）

重

　期　平成6年度冬期
ッ　ト　　H－lIロケット（GMS－5と同時打上げ）

運用期間
開発等の分担

道　　円軌道

　　高度約300～500㎞
　　車九渕頃宗斗角28．5。

量　　約4t
　　数カ月
　　　・宇宙ステーション取付型実験モジュール

　　　　（JEM）の曝露部の部分モデル（そこに
　　　組み込まれる実験機器を含む）（科学技術庁）

　　　・バス機器及び理工学実験、天文観測等の科学

　　　実験機器（文音階）
　　　・各種先端産業技術開発等の実施のための宇宙

　　　実験機器及び関連システム（通商産業省）

4．回収

　（1）　時　　期
　（2）　回収手段

5．平成5年度予算案

平成7年度
米国スペースシャトル

約66億円（科学技術庁、文部省及び通商産業省の合計額）

一20一

＼

SFU外観図

6個の宇宙実験
ペイロードユニット（PLU）・

PLUに格納した
標準ミッション機器（電気炉）

．r5・18

「lll

農
一
日
一
藻
・
一
▼

一
ジ

　　電源装置

　自動制御装置

自動試料交換装置

電気炉



b

［人工衛星共通技術の分野］

技術試験衛星Vl型（ETS－Vl）

1．目的
　H－llロケット試験機の性能を確認するとともに、1990年代における
実用衛星の開発に必腰な大型静止三軸衛星バス技術の確立を図り、併せ

て、衛星による固定通信及び移動体通信並びに衛星品品言に関する高度

の衛星通信のための技術開発及びその実験を行うことを目的とする。

　
期
ト

　　げ
時
ロ

弓打
ー
ー
●
向
U
¢

2

3．衛星の概要（
1
）
（
2
）
（
3
）
（
4
）

道
導
灘

　
　
　
オ

車
引
軽
四

平成6年度夏期
H－llロケット

静止軌道（赤道上空約36，000km）
糸引2t　（青果L畔引刀其丹）

10年
打上げ環境等岐術データ取得装置

バス機器関連搭載実験機器

固定通信及び移動体通信並びに衛星間通信に関

する実験用通≡口口

4．平成5年度予算案　　　約127億円（科学技術庁及び郵政省の合言十額》

一21一

Sバンド衛星間
通信用アンテナ

、，　　　　　　Kバンド（20GHz）

　　　　及びSバンド（2GHz）用・、／　　　　アンテナ

Kバンド（30GHz）
及びCバンド（4／6GHz迦用
アンテナ

Kバンド衛星間
通信用アンテナ

0バンド衛星間
通信用アンテナ
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　　　　　　　技制験衛星M型（ETS－WD

1．目的
　宇宙ステーションあるいは将来型人工衛星への物資の輸送及び軌道上

作業等、21世紀初頭の宇宙活動に対応するために必須の技術であるラ
ンデブ・ドッキング技術及び宇宙用ロボット開発の基礎となる遠隔操作

技術等について、これまでの要素技術に関する研究成果を踏まえて、軌

道上実験等の実施により技術を確立するとともに、宇宙用ロボットに関

　して先行的な実験を実施することを目的とする。

2．打上げ

期
艸
道

時帥

赴
O

n
U
O
脚
　
●
α

　
　
3
（
2
）
（
3
）
（
4
）

量
羅
蓬
重
実
主

4．平成5年度予算案

平成9年度夏期

H－llロケット（TRMMと同時打上げ）

円軌道

高度約400㎞
約2．6t（ターゲット：約。．4t）
1．5年程度
・ランデブ・ドッキング系

　ランデブ・レーダ

　近傍センサ
　　ドッキング機構

　GPS受信機
・宇宙用ロボット系

　ロボットアーム
　交換実験用軌道交換ユニット
　　トラス構造物遠隔操作実験装置

　アンテナ結合機構基礎曳験装置
　高機能ハンド実証実験装置

マニピュレータ

姿勢制御系

覧
●
o
ゴ
∠

　

憲　一一交換実験ユニ。ト
“イ5

’ミ＼＼
　　　　　　推進系

ドッキング機構

太陽電池パドル

約29億円（科学岐術庁、通商産業省及び郵政省の合計額）

電源系

’

＼
　データ中継アンテナ

通信系

アンテナ
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［宇宙輸送の分野］

M－3Sll回ケット

1．目的
　M－3Sllロケットは全段に固体燃料を用いる3段式ロケットで、これまでのMロケットの開発成果を
　もとにその性能の改良を行い、科学衛星の打上げに使用するものである。

2．開発の方針

　昭和55年2月に1号機が打上げられたM－3Sロケットの第2段・第3段モータを改良するととも
　に、’第1段補助ロケットの変更等を行う。

3．主要諸元

量
長
径
道
）

　
　
　
　
輔

重
軌
禦

　
　
　
　
2
上

総
月
白
低
繍

約61t
約28m
1．41m（第1段）

約770㎏

4．開発スケジュール

　平成5年度打上げ
5．衛星の打上げ

　ω打ち上げられた衛星

　試験惑星探査機　（MS－T5、さきがけ）　　　第12号科学衛星（EXOS－D、あけぼの）

　第10号科学衛星（PLANET－A、すいせい）第13号科学衛星（MUSES－A、ひてん）
　第11号科学衛星（ASTRO－C、ぎんが）．　　第14号科学衛星（SOLAR－A、ようこう）
（2）打ち上げられる衛星

　第15号科学衛星（ASTRO－D）
　軌道上からの無人、回収システム（EXPRESS）

一23一
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全　体　形　状

、

、　　人工衛星

1．65m． 2

」
衛星

tェアリング 第3段

1．41m

第2段

8m

第1段

1．41m

補助ロケット

0．735m

M－3SHロケット
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M－Vロケット

1．目的
　　1990年代以降の科学観測ミッションの要請に応えるため、M－V
ロケットの開発を行う。

2．開発の方針
　・全段を新規開発することとし、機体構成については単純化を図る。

　・低軌道へ約1．8tの打上げ能力を有するものとする。
　・宇宙科学研究所鹿児島宇宙空搾日縮1所において十分な安全が保たれる

　機体規模とする。

　・現有の地上支援設備の最大限の活用を図る。

3．主要諸元

量
長
径
道

　　

@　重
軌
暫

　　

@　

総
全
直
低
く
へ

約128t
約30m
2．5m

約1．8t

4．表着スケジュール

　平成7年度打上げ
　平成8年度打上げ
5．衛星の打上げ

　　打ち上げられる衛星

　　　　第16号科学衛星
　　　　第17号科学衛星
　　　　第18号科学衛星

平成9年度打上げ

（MUSES－B）
（LUNAR－A）
（PLANET－B）
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全体形状

約30m

2．5m

一
鴨
1

人工衛星

衛星フェアリン

．．」

第3段

2段伸展ノズル

第2段

伸展ノズル

第1段

第1段モー
約5m 可動ノズル

M－Vロケッ　ト
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　　　　　　　　　　　　　　　　　H－ll回ケット　　　　　　　　　　　　　　　！

1．目　的
　　1990年代の大型人工衛星打上げ需要に対処するため、2トン級の静止衛星打上げ能力を有する

ロケットとして、H－llロケットを開発する。

2．開発の方針
　・我が国が自在に人工衛星の打上げを行牌尋るよう、全段にわたり、自主技術により開発を行うとと

　　もにロケット部品の国産化を推進する。

　・2トン級の静止衛星打上げ能力を有するものとする。

　・開発の最重点聖目を第1段の自主開発とし、第2段はLE－5（H－1ロケット第2段エンジン）

　の活用を図ることにより、開発項目を極力抑える。

　・ロケットの製作費、開発費の低減化を図る。

3．主要諸元

総　　　重　　　量
S　　　　　　　長
ﾀ　　　　　　　径

約264t
�T0m
SmG主）

誘　導　方　式
ﾃ止軌道打上げ能力

騰約2t

　　　　　　　　　　　（注〉衛星フェアリングについては、直径4mおよび5mの2種類

4．開発スケジュール
　平成5年度　1号機1丁上げ　　　　　平成8年度　5号1幾打上げ

　平成6年度　2、3号機打上げ　　　平成9年度　6号機打上げ

　平成7年度　4号機打上げ
5．衛星の打上げ

　　打ち上げられる衛星

　　　　　技術試験衛星Vl型（ETS－Vl）

　　　　　静止気象衛星5号（GMS－5）
　　　　　宇宙実験・観測フリーフライヤ（SFU）

　　　　　地球観測プラットフォーム技術衛星（ADEOS）・

　　　　　通信放送技術衛星（COMETS）
　　　　　技術試験衛星Vll型（ETS－Vll）

　　　　　熱帯降雨観測衛星（TRMM）
　　　　　地球興浜iI肢術衛星（ADEOS－ll）
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全体形状（直径約4mのフェアリング適用時）

人工衛星

　機器搭載部

⊥段間部

約50m

第1段中央部

第1段

固体ロケット

　ブースタ
　　（SRB）

’

、

H－Hロケット

衛星フェアリング

衛星分離部

第2段液体水素
タンク

第2段液体酸素
．タンク

第2段エンジン
（LE－5A）

第1段液体
酸素タンク

第1段液体
水素タンク

第1段主エンジン
（LE－7）



‘

‘

‘

■

J－1ロケット

1．目的
　小型、安価な打上げ需要に対応するため、低軌道へ1トン程度の輸送能

力を有するロケットとして、J－1ロケットの開発を行う。

2．開発の方針
　・低軌道へ約1トンの打上げ能力を有するものとする。

　・現有のH－1射点を最大限活用することとする。

　・第1段にはH－llロケットの固体ロケットブLスタ（SRB）を用い、

　第2段以上にはM－3Sllロケットの上段部分を用いることとし、　H－
　　llロケット、　M－3Sllロケットの開発成果を活用する。

　・ロケットの開発費・製作費の低減化を図る。

　・宇宙開発事業団力囎跨省宇宙科学研究戸斤の協力を得て開発を行う。

3．主要諸元

量
長
径
力

　
　
　
能

　
　
　
蝉

重
　
瑚

　
　
　
都

総
全
直
働

約87t
約33m
1．8m
約1t

4．開発スケジコ．一ル

　平成7年度試験機1号機

　
　
星

傭
鋳

縄
打
臥
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ペイロード
1
1

フェアリング

搭載電子機器

M－3B
2／3段接手

M－23
l
I
i
1 約7m

1／2段接手

1

約33m o
l
l
l

蓼

8　’

SRB 1
8
1
i
g
i
匿

約 19m

1
1
5

外部タンク

1 MNTVC
尾翼（4ヵ所）

●

…
● 6

糸茄m



亀

更

の

●

（参考）

　　　　Pケ夢トの高さ・総重三6打上げ能力の比較

50

高　40

　
）
さ
㎞

．30

20

’10

　　　　　Pケット名

　　三三皿ω

低軌道《高度200～300翫m）

への打上げ働《駄9）

瀞止㎜《高度約36．oookm）

昏の脚rr），

．棚三三昨唱

寮

1ア、

M・一3S皿　　M。・V
　（日本》　　　　（日本）

　　61　　　　　128

約770　　約1．800

　1985　 ’　　　　　1995「

　　　　　　〈予定）

J－1
申本）

　87

1、000

1995

（予定）

N一1
《日本）

　go

1，200’

130

1975

N－n
（日脚

　135

2．OOO

　350

1981

H一・：

（日本）

　139

3、OOO

　550．

1986

　　　H・一皿　　　アリアンW－44L　，・スペースシャトル
　　　《日荊　　　　　　　　　　（ヨー㍗バ）♂　σ重力》

　　　的2田　　約480　、　2函1

　　約．10・000　　楓600　　・2蜘O

　　　aooo　　　約a鋤　　　1・，1（注》

　　　　199」4　　　　　　　　　　　1989　　　　　　　　　　　　　1981

　　　（予定》

（注）上段ロケットとしてPAM－Dを用いた場合　　635kg

　　　　　　　　　　　IUS　　を用いた場合　2，270kg
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